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 研究テーマ「単層カーボンナノチューブの 作成・分離・生成とその応用」 

 
未知なる素材に対する 2 つのアプローチ 

研究室において現在、4 年次生と取組んでいるテーマは、(1)金属的／半導体的

な性質を持つ単層カーボンナノチューブの作製、分離精製及び濃縮、(2) 多孔

質ガラス上への単層カーボンナノチューブの作製と応用の 2 つです。カーボン

ナノチューブとは、炭素原子が六角形の網目ネットワーク構造を作り筒状にな

った炭素ナノ構造体であり、直径は１～数 nm（１nm は１ｍの 10⁹ 分の 1）、

長さは数百 nm～数μm（１μm は 1m の 10⁶ 分の１）のものが一般的です。 
 

作製から取組んでこそ明らかになる真実 

研究テーマ(1)では、さまざまな太さやねじれ方のカーボンナノチューブが存在する理由について、学生が自らの手

で作製、分離精製、濃縮まで行うことで理解しようとするもの。現在、多くの研究室が市販のカーボンナノチューブ

を実験などに利用していますが、どういった条件のもとに作られたのかが明らかでないと、結果の信憑性が疑われ

ます。カーボンナノチューブを研究室内で作製することには、それを利用した実験結果の信頼度を高める狙いもあ

るのです。 
 

高品位ディスプレイの実現の可能性 

（2）の研究は、イメージとしては微小な穴の空いたガラス板の上にカーボンナノチューブを生やす試みです。これ

が成功すると全ての光を吸収する完全黒体の作製につながる可能性もあります。また輝度の高いディスプレイや熱

伝導に優れた放熱板に応用できるかもしれないと期待しています。これらを研究する醍醐味は、学生自らがモノを

作る喜びです。パソコンでのシミュレーションに終始せず、自分でモノを作る喜びは何物にも代え難いものです。

また、いずれの研究も物理的だけでなく化学的な手法も利用して進めていきます。物理や数学の基礎を身につけた

学生が化学にも興味を持ち意欲的な学びに結びつけていけば、研究者としての将来に役立つ財産となるはずです。 

カーボンナノチューブ（単層、先端が閉じたもの）の模型 


